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黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、
黒

潮
町
の
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力

の
定
着
と
学
力
の
向
上
を
最
重
要

課
題
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
定

着
と
学
力
の
向
上
に
向
け
て
学
校

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

が
学
力
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

る
た
め
に
は
学
校
だ
け
で
な
く
、

家
庭
に
お
け
る
学
習
も
と
て
も
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
全
国
的
な
調
査
に
よ
る
と
、
授

業
時
間
以
外
の
学
習
時
間
が
長
い

ほ
う
が
、
学
力
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
１
学
期
に
行
っ
た
「
生

活
調
べ
」
に
よ
る
と
、
家
庭
学
習

時
間
は
小
学
校
全
体
で
は
３０
分
以

上
４５
分
未
満
が
最
も
多
く
、
中
高

学
年
（
３
年
生
以
上
）
で
は
１
時

間
以
上
２
時
間
未
満
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
２
時
間
以
上
の

学
習
時
間
が
多
く
、
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
て
学
習
時
間
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
宿
題
に

つ
い
て
は
多
く
の
小
中
学
生
が
取

り
組
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
は
、
自
分
で
計
画
を
立

て
て
学
習
す
る
習
慣
や
、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
、
お
や
つ
を
食
べ
な

が
ら
な
ど
の
「
な
が
ら
学
習
」
で

は
な
く
、
学
習
に
集
中
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
、
学
力
の
向
上
に
向

け
て
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
黒
潮
町
教
育
委
員
会

で
は
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
定

着
を
め
ざ
し
て
「
家
庭
学
習
の
手

引
き
」（
保
護
者
用
・
児
童
生
徒
用
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
各
家
庭
や
学

校
の
実
情
・
子
ど
も
の
実
態
に
合

わ
せ
て
、
家
族
で
話
し
合
い
な
が

ら
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
蕁
４
３
―
１
０
５
９（
直
通
）

お
知
ら
せ

家
庭
学
習
の
手
引
き
を
作
成

し
ま
し
た

町外の方が黒潮町を応援できる「ふるさと寄附金」町外の方が黒潮町を応援できる「ふるさと寄附金」町外の方が黒潮町を応援できる「ふるさと寄附金」町外の方が黒潮町を応援できる「ふるさと寄附金」
　ふるさと納税制度は、出身地や応援をしたい地方公共団体へ寄附をした場合、5千円を
超える部分について、お住まいの市町村住民税において税額控除対象となる制度で、結果
的にふるさとに納税したこととなる制度です。
　今年度より始まった制度で、黒潮町入野出身の島津栄一さんをはじめ3名の方々より、
計320万円のご寄附をいただいており、老人福祉、スポーツ振興などに活用させていただ
く予定です。
　「黒潮町」を元気にするための地域づくり、人づくりにご賛同いただき「ふるさと納税」
という寄附金制度により、黒潮町の応援をしていただけると期待しています。
　つきましては、みなさんのご家族の方、お知り合いの方へ、お声かけをお願いいたします。
　ご寄附の申し出方法、活用方法、税額控除の詳細など、詳しい内容をお知りになりたい
方は、お手数ですが担当までご連絡をお願いします。

黒 潮 町

お住まいの市町村

寄

附

者

【お問い合わせ】本庁総務課 財務係　蕁43－2112

②領
収証
書（寄

附金
受納
証明
書）

③確定申告

④取得税の還付 最寄の税務署

特定事業の実施

⑤
連
絡

⑥申告（確定申告しない場合）
⑦住民税の税額控除

①寄
附（ふ

るさ
と納
税）


